
主
な
事
務
事
業

❶ 

大
震
災
へ
の
対
応

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
未
曾
有
の
被
害
を
受

け
た
特
に
沿
岸
部
8
市
5
町
の
被
災
住
民
な
ど

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
県
災
害
・
被
災
地

社
協
等
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

被
災
地
の
市
町
社
協
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
被
災
住
民
の
生
活

基
盤
は
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
な
ど
に

移
行
し
て
き
て
お
り
、
求
め
ら
れ
る
支
援
も
自

立
・
復
興
に
向
け
た
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
や
仮
設
住
宅
な
ど

で
の
生
活
支
援
な
ど
へ
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。県

社
協
で
は
、
そ
う
し
た
被
災
地
の
状
況
を

考
慮
し
て
、
専
従
で
被
災
地
支
援
を
行
う
震
災

復
興
支
援
局
を
新
設
し
、
被
災
地
の
市
町
社
協

へ
職
員
12
人
を
派
遣
す
る
な
ど
支
援
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
宮
城
県
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
・
協
働
に
よ
り
、
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
の
支
援
及
び
仮
設
住
宅
な
ど
の
生
活

支
援
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
住
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
じ
て

生
活
福
祉
資
金
（
生
活
復
興
支
援
資
金
な
ど
）

の
貸
付
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
な
ど
の
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施
、
高
齢
者
サ
ポ

ー
ト
巡
回
相
談
を
展
開
す
る
な
ど
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
発
揮
し
被
災
住
民
の
自
立
支

援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
災
地

に
お
い
て
福
祉
・
介
護
人

材
の
確
保
に
向
け
た
就
職

面
談
会
な
ど
を
開
催
し
、

求
職
者
及
び
求
人
事
業
所

の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

県
社
協
が
運
営
す
る
施
設
、
事
業
所
な
ど
で

は
、
被
災
地
に
お
い
て
福
祉
的
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
高
齢
者
や
障
害
児
（
者
）
の
相
談
支
援
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
師
派
遣
な
ど
を
と
お
し

て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
自
立
・
生
活
支

援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

❷ 

地
域
福
祉
の
推
進

⑴ 

県
社
協
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定

急
速
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
多
様
な

福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
大
震
災
被
災
地
に
お

け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
な
ど
に
向
け

た
活
動
の
推
進
な
ど
の
今
日
的
な
課
題
を
踏
ま

え
て
、
市
町
村
社
協
な
ど
へ
中
長
期
に
円
滑
な

支
援
を
行
う
た
め
、
新
た
な
地
域
福
祉
推
進
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
外
部
委
員
（
15
名
）
で
構
成
す
る
委

員
会
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て

検
討
・
取
り
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、
幅
広

く
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
平
成
25
年
5
月
に
委
員
会

か
ら
計
画
案
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

⑵ 

被
災
地
の
地
域
福
祉
活
動
指
針
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
の
策
定

東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
の
再
来
に
備
え
る
た
め
、
被
災
地

の
地
域
福
祉
活
動
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
外
部
委
員
（
21
名
）
で
構
成
す
る
委
員
会

を
設
置
し
て
被
災
後
に
県
社
協
及
び
市
町
村
社

協
が
実
施
し
て
き
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
、
被
災
者
支
援
事
業
の
運
営
、

地
域
福
祉
事
業
の
復
旧
」な
ど
に
関
し
て
評
価
・

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
推
進
計
画

の
策
定
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
・
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
平
成
25
年
5
月
に
委
員
会
か
ら

指
針
案
の
答
申
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶ 

市
町
村
社
協
な
ど
へ
の
支
援

地
域
福
祉
の
推
進
に
関
し
て
、
市
町
村
行
政

が
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
と
連
動
し
た
市
町

村
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
教
育
を
切
り

口
と
し
た
小
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
2
つ
の
市
町
社
協
を
指
定
し
、

研
修
会
や
市
町
社
協
策
定
委
員
会
に
参
画
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

⑷ 

県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
体
制
の
整
備

大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
多
様
な
市
民
団
体
、
大
学
な
ど
と
必

要
に
応
じ
て
連
携
を
持
つ
と
と
も
に
、
内
陸
部

か
ら
沿
岸
部
へ
派
遣
さ
れ
た
県
内
社
協
の
相
互

支
援
な
ど
に
つ
い
て
市
町
村
社
協
と
振
り
返
り

会
議
及
び
研
修
を
行
い
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
受
入
体
制
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

⑸ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
な
ど
の
促
進

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
の
低
迷
で
の
失
業

者
や
低
所
得
世
帯
及
び
、
大
震
災
の
被
災
世
帯

な
ど
の
生
活
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え
、
市
町
村

社
協
と
連
携
し
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
と
し

て
の
生
活
復
興
支
援
資
金
な
ど
の
生
活
福
祉
資

金
貸
付
を
と
お
し
て
、
自
立
支
援
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
緊
急
小

口
資
金
特
例
貸
付
も
償
還
開
始
と
な
り
、
貸
付

世
帯
の
生
活
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
そ
の
状
況

に
応
じ
た
償
還
指
導
を
実
施
し
、
適
正
な
債
権

管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
24
年

度
は
生
活
福
祉
資
金
等
債
権
管
理
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
管
理
計
画
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

⑹ 

介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
の
継
続

実
施

質
の
高
い
福
祉
人
材
の
養
成
・
確
保
を
目
的

に
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
養
成
施
設
な
ど

で
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
に
対
し
、
修
学
資

金
の
貸
付
け
を
実
施
す
る
た
め
、
養
成
校
を
通

じ
て
借
入
申
込
者
の
募
集
を
行
い
、
適
正
な
貸

付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

⑺ 

日
常
生
活
自
立
支
援
（
ま
も
り
ー
ぶ
）

事
業
の
充
実

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
充
実
を
目
指

し
、
地
域
住
民
の
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
基
幹
型
社
協
へ
の
業

務
委
託
の
推
進
を
図
る
計
画
で
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
を
鑑
み
、
一
時
的

に
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

⑻ 

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

本
県
を
会
場
に
平
成
24
年
10
月
13
日
か
ら
4

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
高
齢
者
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
祭
典
で
あ
る
、「
第
25
回
全

国
健
康
福
祉
祭
宮
城
・
仙
台
大
会
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
大
会
２
０
１
２
）」
へ
選

手
派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
同
大
会
に
併
せ
地

域
間
・
世
代
間
交
流
を
目
的
に
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
音
楽
文
化
祭
」
を

開
催
し
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多

様
性
・
専
門
性
の
あ
る
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
い
社
会
貢

献
活
動
を
促
し
ま
し
た
。

❸�
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
と
育
成

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
求
人
情
報

や
職
場
説
明
会
の
実
施
に
よ
る
職
業
紹
介
と
斡

旋
を
行
う
と
と
も
に
、
国
の
時
限
的
な
措
置
で

あ
る
「
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
」・

「
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
」

の
継
続
実
施
に
よ
り
福
祉
人
材
の
確
保
に
努
め

た
結
果
、
紹
介
者
の
採
用
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
受
託
研
修
の
社
会
福
祉
施
設
職
員

研
修
を
は
じ
め
、
介
護
支
援
専
門
員
研
修
な
ど

の
専
門
研
修
、
自
主
研
修
及
び
本
会
新
任
職
員

研
修
会
な
ど
を
実
施
し
、
福
祉
人
材
の
育
成
と

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

❹ 

権
利
擁
護
の
推
進

県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
評
価
機

関
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
を

行
い
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
運

営
適
正
化
委
員
会
の
苦
情
解
決
事
業
を
と
お
し

て
、
権
利
擁
護
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

❺ 

社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
適
正

な
運
営

⑴ 

指
定
管
理
施
設
及
び
設
置
施
設
の
運
営

宮
城
県
及
び
岩
沼
市
の
指
定
管
理
施
設
及
び

県
社
協
設
置
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
置

目
的
に
沿
っ
て
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
生

活
支
援
や
就
労
支
援
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、

適
正
な
運
営
に
努
め
て
き
ま
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平
成
24
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
宮
城
県

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
本
県
に
お
け
る
地
域
福

祉
推
進
の
中
核
機
関
と
し
て
、
市
（
区
）
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
福
祉
諸
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
幅
広
い

関
係
者
と
の
連
携
・
協
働
の
も
と
、
高
い
公
益

性
と
と
も
に
民
間
法
人
と
し
て
の
自
主
性
、
創

造
性
を
発
揮
し
て
『
誰
も
が
身
近
な
地
域
で
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
』

に
取
り
組
む
こ
と
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
豊
か

な
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
地
市
町
社
協
と
の
協

働
に
よ
り
、
被
災
住
民
な
ど
の
自
立
・
復
興
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１
．
大
震
災
に
伴
い
、
地
域
福
祉
推
進
の
観

点
か
ら
被
災
地
へ
の
救
援
活
動
を
行
い

ま
す
。

２
．
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

３
．
福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

４
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な
ど
の
権
利
擁

護
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

５
．
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
適
正
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

６
．
法
人
の
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

経
営
方
針
と
し
て
、
次
の
項
目
を
掲
げ

事
務
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
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